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   Ceftizoxime (CZX) was given clinically to 80 patients with urogenital tract infections, in which 34 

cases of complicated UTI satisfied the criteria of the UTI committee. 

   CZX was administered for at least five days at a daily dose of 1 to 4 g in two divided doses
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by intravenous drip infusion. 

   The overall clinical efficacy of CZX in 34 cases of complicated UTI was 59%, estimated by the 

criteria of the UTI committee. 

   The overall clinical efficacy rate according to group of infection was : 64% for the 11 

patients in the 1st group, 56% for the 9 patients in the 2nd group, 100 % for the 5 patients 
in the 3rd group, 50% for the 4 patients in the 4th group and 20 % for the 5 patients in the 

5th group. 

   No serious side effects were observed in the clinical or laboratory findings except for slight 

elevation in GOT & GPT values in two cases (2.5 %), which returned to normal after CZX treatment. 

   It is therefore suggested that CZX is a clinically useful and safe drug in the treatment of 

complicated UTI. 
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は じ め に

Ceftizoxime(Fig.1,以 下CZXと 略す)は 藤 沢

薬 品中央研究所 で開発 された新 しいセ フェム系抗生剤

で,尿 路感染症の主要起炎菌 であ るグラム陰性桿菌に

対 して強 い 抗菌力を 有 し,E.coli,Klebsiella,P.

mirabilisな ど,従 来のセ フェム剤が 感受性 を示す菌

種 はもちろん,耐 性 を 示す と されて いるSerratia,

Enterobacter,Citrobacter,Baateroidesな どに対 して も

強 い抗菌力を発揮す ることが報告 されてい るト3).

また体内で代謝 され ることな く,尿 中排泄 も良好 で

あるとされている4)

今回われわれ は本薬剤を複雑性尿路感染症 を申心 と

した尿路性器感染症に使用 し,そ の有効性 と安全性に

関 して検討 した のでここに報告する.

対 象 お よ び投 与 方 法

1982年2月 か ら1983年7月 までの1年6ヵ 月間に,

大阪大学 医学部附属病院,大 阪船員保険病院,大 阪府

立病人病 セ ンター,大 阪警察病院,住 友病院,大 阪府

立病院 お よび大阪労災病 院の計7施 設 の泌尿器科 にお

いて入院加療をお こな った尿路 ・性器感染症80症 例 を

対象 とした.

感染症 の内訳は膀胱炎,腎 孟腎炎の尿路感染症が お

もで,性 器感染症は前立腺炎 および副睾丸炎 がおのお
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Fig.1.ChemicalstructureofCeftizoxime

の2例 と前立腺炎に副睾丸炎 を合併 した1例 の計5例

のみであった.

また複雑性尿路感染症 としての基礎疾患は尿路腫瘍,

尿路結石症,前 立腺肥大症,尿 道狭窄 な らびにVUR

な どである.

年齢構成は18歳 か ら89歳に お よび,性 別 では男性67

例,女 性13例 である.

投与 方法はCZX1日 量1～4gを2回 に 分 け,

100～500mlの 輸液 に溶解 して1～2時 間 で点滴静注

した。投与期間は4日 か ら10日 間である.

今回検討 の対象 とした80症 例中,厳 密にUTI薬

効評価基準(第2版)5)に もとつ いてCZXの 薬効を

評価 しえた複雑性尿路感染症は34例 であ り,な ん らか

の理由 でUTI薬 効評価 基準か ら脱 落 したほか の46例

については薬 効評価はお こなわず,副 作用 の検討 のみ

に とどめた.

成 績

UTI薬 効評価 基準に もとついてCZXの 効果 を

判定 した複雑性尿路感染症34例 の概 略な らびに本剤投

与前後の成績 を一括表示す る(Table1).

年齢構成 は18歳 か ら79歳(平 均58.6歳),性 別は男

性28例,女 性6例 であった.

複雑性 尿路感染症34例 の部位別分布 は上部尿路感染

症14例(急 性 腎孟腎炎10例,慢 性腎孟 腎炎4例)と 下

部尿路感 染症20例(全 例が慢性膀胱炎)で あった.

これ らの尿路感染症 の基礎疾患は上部尿路結石症が

5例,尿 管または膀胱腫瘍3例,腎 孟尿管移行狭窄 ま

たは尿管狭窄4例,VUR2例,神 経因性 膀胱6例

(うち2例 は膀胱結石な らびに 腎結石 をそれ ぞれに合

併),膀 胱膣痩1例,前 立腺 腫瘍12例(前 立腺肥大症

11例 と前立腺癌1例)お よび外傷性尿道狭窄が1例 で
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あった.

膿尿 と細菌尿を指標 として判定 した本薬剤の34例 に

対す る総合臨床効果は,著 効4例(12%),有 効16例

(47%),無 効14例(41%),で 有 効率59%を 示 した

(Table2).

膿尿に対す る効果は正常化 と改善をあわせて34例 中

ll例(32%)で あ り,細 菌尿に対す る効果 は菌消失17

例(50%),菌 減少1例(3%)の 計18例(53%)で

あった.

つぎに疾患病態群別に総合有効率をみ ると,単 独 感

染群では第1群(カ テーテル留置症例)は11例 で有

効率64%,第2群(前 立腺術 後感染症)9例 で56

%,第3群(そ の他 の上部尿路感染症)5例 では100

%o,第4群(そ の他 の下部尿路感染症)4例 で50%

とな り,単 独感染群 の小計29例 では有効率66%で あ

った.こ れに対 して混合感染症例は第5群(混 合 ・カ

テーテル留置症例)5例 のみで 有効率20%に とどま

った(Table3).

細菌学的効果につ いては40株 中31株(78%)に 消失

を認めた(Table4).こ れを お もな 菌種別に み ると

E.coliは6株 中消失6株(100%),Serratiaは10株 中

消失8株(80%)で あったがP∫ ・cePaciaで は8株 中

3株(38%)の 消失 を認めた のみ であった。

さらに,本 剤投与後 の出現細菌は8株 で この うちS.

faeCalisが 与株 と もっとも多 く認め られた(Table5)。

副作用 の発現 および臨床検査値異常については本薬

剤を投与 した80症 例 を検討 の対象 と したが,副 作用 と

して自他覚症状 を呈 じた症例 はなか った.臨 床検査値

異常は80例 中2例(2.5%o)に 認めたがいずれ も軽度

の異常値 であった.す なわ ち第1例 は57歳 の女性例 で

投与前GoT27u/l,GPT31u/1か ら投 与終 了時

GoT39u/1,GPT60u/1へ,第2例 は64歳 男性 例

で投与前 のGPT27u/1が44UIIへ 上昇 したが,

この2例 ともに投与終 了後早期に正常値に復 し特 別な

加療を要 しなか った.

考 察

最近 セ フェム系抗生剤 の研究開発はい ち じるし く進

歩 し,つ ぎつ ぎ と新 しい製剤が臨床に応用 され るよう

にな った.CZXも 最 近本邦 において開発 された新 し

いセ フェム系抗生剤 で,従 来 のものに比較 して強 い抗

菌力 を有 し体 内動態 もす ぐれ ている と報告 され ている

1～4)
.

今回われわれは泌尿器科入院症例を対象として本薬

剤の有効性をUTI薬 効評価基準に もとづき34例の

複雑性尿路感染症例で検討した結果,総 合臨床効果で
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59%の 有効率を得た.こ の成 績は,複 雑性尿路感染症

に対 して本薬剤 とCefazolinの 二重盲検法に よる比

較試験(守 殿 ら6))が お こなわれ た際 のCZXの 総合

臨床効果 の有 効率69%と 比較す ると,こ れ を10%し た

まわ る成 績に とどまっている.

この点について,1)検 出菌種 と細 菌学的効果,2)

カテーテル留置の有無 と総合臨床効果,3)疾 息病態

群別構成率 と総合臨床効果 の3点 について守殿 ら6)の

成績を対照 として検討 を加 えた.

まず検出菌種 と細菌学的効果については,自 験34例

全体では検出 した40株 中31株(78%)の 消失率を得て

お り,対 照の107例,139株 の消失率78.4%と 較べて

まった く差異は認め られない.菌 種別 でPseudomonCtS

につ いてみ ると自験例ではP5.aePaciaに 対 しては8

株中3株(38%)の 消失率 しか得 ることができなか っ

たが,Pseudomonas属5種 の計13株 中7株(54%)の

消失をみてお り,対 照 の29株 中14株(48%)を うわ ま

わ る成績を示 した,

つ ぎに カテーテル留置 の有無 とその総 合臨床効果を

対照 と比較 してみる と,自 験例では カテ溜テル留置症

例が34例 中16例(47%)を 占め対照の検討症例107例

中43例(40%)よ りもやや多 くな ってはいるが,総 合

臨床効果 は カテーテル留置 の有無にかかお らず それぞ

れ8～10%低 値 を示 している(Table6).

最後に疾患病 態群別構成率 と総合臨床 効果 であるが,

われわれの検討症例 では第6群(混 合感染 ・カテーテ

ル非留置)を 欠いてお り,混 合感染群の総合有効 率が

藪第5群 のみ の20%に とどまった(Table3)の に対 し

対照 では第6群17例 で82%の 有効率を示 し,混 合感染

群が107例 中28例(26%)を 占めその総 合臨床効果が

71.4%と 高い有効率が得 られ てい る点が 自験例 との大

きな相違点であった ことか ら,疾 患病態 群別にみ た自

験例 の症例分布にや や偏 りが あった ことにその原因を

求めねばな らない もの と考 える.

なお安全性については軽度 の臨床 検査値異常が80例

中2例(2.5%)に み られた のみで上記 の対照群 の127

例中4例(3.1%)と 差は な く,ま た 自他 覚症状を呈

した副作用は認めなか った.

以上 の点か ら本薬剤 は複雑性尿路感染症 を中心 とし

た尿路性器感染症に対 して有用性の高い抗生剤 であ る

と考 え られ る。

ま と め

1)本 邦で 開 発 され た 新 しい セ フェム系 抗 生 剤

CZXを80例 の尿路性器感染症例 に投与 し,そ の有効

性 と安全性を検討 した.
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NO

1

2

3

4

5

6

7

9

10

11

12

13

14

15

16

Name

S.K.

T.H.

N.T.

M.K.

T』.

T.1.

口.聖.

S.冠.

S.1.

Y。M.

麗.0。

H.Y.

Y.M.

M.F.

K.F.

S.K.

Age

56

68

18

60

77

46

42

56

74

76

46

71

71

77

75

72

Sex

F

皿

M

M

?

M

F

M

M

M

M

M

M

M
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Tablel. C1三 ロicalpictureofcompl五cated

Diagnosis

Underlyingcondition

u.T.工.

9「oup

Dose

9×day

ChrPyelonephritis

Rtrena18tone

ChrCystitis

Urethra18Vrietu」re

ChrPyeユonephriti8

Rtrena18tone

ChrCy8七iti8

BPH

ChrCysti七is

BPH

ChrCy8titi8

Vesico-vaginalfi8tuユ8

ChrPyelonephritis

Lturetera18trieture胃ith8tone

AcutePye1。nephritis

Bilureteralstone

ChrCystiti8

BPH(postope)

ChrCystitis

BPH(posSope)

ChrCystiもi8

Bladdertumor

ChrCys七itis

BPH(postope)

ChrCystitis

BPH(postope)

ChrCystitis

BPH

ChrCy8titis

BPH(po6t◎pe)

ChrCy8titis

Lturetβraltu皿or

G--3

G-5

G-1

G-1

G-1

G--5

G-3

G-3

G-2

G-2

G-4

G-2

G-2

G-1

G-2

G-4

2×3

4×7

2x5

2x5

2×6

2×5

2×5

2×5

2×4

1×5

2×5

2x5

1×5

2x5

2×5

2×5

2×5

2×5
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uria*Py
Baeteriuria*

Spe蔓ies C。un七/nf

Evaluation**

1∫.珊.工.

帯一 E.COli 105

十

帯 Citrobaeter
S.faecalis

一

510

510

Moderate

帯

十一
士

士S.

S・epidermidis

CorynebaeteriumspL

104

104

poo「

faecalis 106

Moderate

十

士 E.coli 107

Moderate

±

帯
E.coli
ヒー__

510
5

10

Moderate

土 Serratia∫P. lO6

Modera七e

冊 E。coli 106

Exeellent

± S.faecalis

Serratiasp。

105

107

Moderate

土

十 Ps。cepaeia
7

10

Moderate

±

升

〃 層

Ps・cepacia

<103

107

Modera七e

十一
冊

帯

〃

Ps・cepacia

105

105

Poor

〃

Ps・cepacia

lO3

105

Poor

十

S.faecalis

Ps・cepacia

103

106

Poor

什

〃

Ps.cepaoia

410

710

Poor

十

十一
〃

Klebsiellasp●

103

105

Poor

Excellent

Sideeffect

}

一

}
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NO

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

Na皿e

K.N.

T.1.

S.G.

T.N.

H.T.

H.S.

S.Y.

Y.N.

N.K.

K.W。

田.F.

T.F.

K.田.

M.N.

Y.K.

M.N.

Age

77

78

79

64

38

54

20

74

24

74

57

68

34

76

49

47

Sex

M

M

M

M

M

F

M

M

F

F

M

M

M

M
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Diε託gnosis

Underlyingcondition

ChrCystitis

BPH(posbope)』'

Bladder8tone

ChrCystitis

BPH(po3tope)

ChrCystitis

Pr◎st.atieeaneer

ChrCystiti8

BPH(postope)

ChrCystitis

Neurogenicbladder

AcutePyelonephriVis

R七renalstone

Bladderstone。Neurogenicbladder

ChrCystitis

Bladderstone

Neurogeniebladder

ChrPyelonephri七is

Rtureteralobstruction

Bladdertunor(postope)

ChrCystitis

Neur。geniobladder

ChrCystiti8

Bladdertumor

AcutePyelonephriti8

BilVUR

AeutePyelonephritis

Rtrena18tone

Ureteralobstruetion

AeuもePyelonephriti8

Ltcongenitalhydronephrosis

AeutePyelonephritis

Neurogeniebユadder

AcutePyelonephritis

Ltureteral8もone

AeuSePyeユonephritis

Neurogeniebladder

u.田 。1.

9「oup

G-一'2-.・

G-2

G-4

G-2

G-1

G-1

G-5

G-1

G-4

G-1

G--1

G-1

G--5

G-1

G--3

G-3

Dose

9×day

・2×5

2.×.5

2×5・

・2・×5

2×5

2×5

2×5

2×5

2×5

2×5

2×5

2×5

2×5

2×5

2×5

2×5
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Pyuria'
Baeteriuria*

Species Count/㎡

Evaluation**

u.T.1.

十

土

十

柵

十

十

十

十一
十

帯

Serratia8P● 107

Ps。cepaeia lO4

〃

P8・aeruginosa
710

〃

Ps・aeruginosa

107

104

Ps。aeruginosa >105

一
A。xylosoxidan8

S.faeca=Lis

P.皿irabilis

R.stuartii

}

2。5×10喝

併

帯

帯

十

十

十

十

十

十

柵

十

十

一
>105
>105
>105

S.faecali8

M・morganii

E.coli

8×IO4

>105

>105

P8・putida >105

Serratia8P・ <105

〃
Serratiasp・

faecalisA.

3×104

5>10

〈105

A.faeealis

S.mareeseens一
7×104

;18:
Serratiasp●

E.COli

>105

>105

帯

S.faecalis

Ps.cepaeia

6×IO4

>105

K.P聡eu皿onia >105.

Moderate

Moderate

Poor

Modera七e

Moderate

Poor

Poor

Moderato

Moderate

Moderate

Poor

Poor

Poor

M◎derate

Excellent

Exeellenも
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Sideeffect

GOT27→37Uレ 彰

GPT31→60Uレ(4

一
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NONameAgeSex

Diagnosis

Undθrlyingcondition

.u.T.1.

9「oup

Dose

9×day

33R.U. 64

34M.Y.31

M

M

AcutePyelonephritis

VUR&BPH(postope)

Acu七ePyelonephritis

Ureteralobstruction&

MetastatiGtesticularcancer

G-2

G-5

2×5

2x5

Table2.Overallclinicale缶cacyofCeft三zoximeincomplicatedUTI

Bacteriuria

Pyuria

EliminaVed

Decreased

Replaced

Unchanged

Efficacy。n

Pyuria

C1θarθd

4

1

1

6(18%)

Decreased

3

1

1

5(15%)

【

量

Excellent

iM。d。.at。

lPoor(orFailed)

4

16

14

(12%)

(47%)

(41%)

Unchanged

10

6

7

23(67%)

Efficacyon

bacteriuria

17(50%)

1(3%)

8(23.5%)

8(23.5%)

Casetota1

34

Overal1θffeetivenessrate

20/34 (59%)

2)複 雑性尿路感染症34例 に つ いてUTI薬 効評

価基準(第2版)に もとづ き有効性を検討 した結果,

総合臨床効果 として59%の 有効率を得た.

3)安 全性については,80例 の投与全症例について

観察 した結果,自 他覚症状を呈 した副作用はな く,軽

度の臨床 検査値異常が80例 中2例(2.5%)に 認 め ら

れたに とどま った.
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uria*Py
Bacteriuria*

Species Count/nd

Evaluation**

u.T.1.

Sideeffect

冊

冊

S.marcescens lO4

〃

S。marcescenee

Serratiasp.

工5×103

104

>105

A。xyl・s。 ・idan・'一 一 τ禰 一 一

Poor

Poor

GOT28→38U)/4

GPT27→44U/Z

*Bef〈)retreatment **UTI=CriteriabythecolnmitteeofUTI ,2nded,

Aftertrcatment

瀬 俊 郎 ・熊 沢 浄 一 ・岡 元 健 一 郎 ・大 井 好 忠 ・田 中

恒 男 ・上 野 一 恵=複 雑 性 尿 路 感 染 症 に 対 す るCe

ftizoximeとCefazolinの 二 重 盲 検 法 に よ る比

較試 験,Chemotherapy、29;759～781,1981

(1984年5月31日 迅 速 掲 載 受 付)
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Table4.BacteriologicalresponsetoCeftizoximeincomplicatedUTI

工SOユates No.ofstrains Eradicated(%) Persisted

S.faecalis

Corynebacteriu皿sp。

E.coli

Kユebsiellasp。

K。pneumonia

P.mirabilis

M・morganii

P.stuartii

Serra七iasp●

S.marceseens

Citrobaetersp・

Ps・aeruginosa

Ps・cepacia

Ps・maユtophilia

Ps・putida

A.faeoaユis

Tota1

3

1

6

1

1

1

1

1

8

2

1

3

8

1

1

1

40

3

1

6

1

1

1

1

1

6

2

1

2

3

1

1

0

31

(100%)

(100%)

(100%)

(100%)

(100%)

(100%)

(100%)

(100%)

(75%)

(100%)

(100%)

(67%)

(38%)

(100%)

(100%)

(0%)

(78%)

0

0

0

0

0

0

0

0

2

0

0

1

5

0

0

1

9

Table5. StrainsapPearingafしerCeftizoxime

treatmentincomplicatedUTI

一

Isolates
No,of8trains

(%)

S.faecaユis

S・epidor皿idis

A,xylosexidans

To七a1

5

1

2

8

(63%)

(12%)

(25%)

(100%)

Table6.Influenceofindweningcathetcronoverallclinicalefficacy

Catheter No.ofcases(%oftota1)ExcellentModeratePoorOveralleffect.rate

工ndwell㌻

Presentstudy16(47%)

K。。id。。。 。t。19)43(40%)

0

5

8

20

8

王8

50.0%

58.1%

Notindwellt

Presentstudy18(53%)

K。。id。。。 。t。 、§)64(60%)

4

14

8

35

6

15

66.6%

76.6%




